
「地域交流スペース」の利用状況等に関するアンケート調査の結果について（概要） 
 
１ 調査の概要対象・期間 

（１）調査の対象 
●地域交流スペースを設置している認知症高齢者グループホームや介護付き有料老人ホーム 

（２）調査の期間 
●令和５年７月 20 日～８月６日 

 
２ 回答結果 

  ●計 23 事業所から回答（計 38 事業所へ調査依頼） 
  （内訳） 

・認知症高齢者グループホーム（認知症対応型共同生活介護）：12 か所回答（27 事業所中） 
・介護付き有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）：11 か所回答（11 事業所中） 

 
３ 主な回答結果 

（１）地域交流スペースの利用頻度（平均）は？ 
回答内容 回答件数 

週３～４回 2 
週１～２回 5 
月３～４回 3 
月１～２回 3 
ほとんどない 6 
その他 4 
※その他の回答内容としては、「感染症防止の観点から外部利用はない」などがありました。 
 

（２）地域交流スペースの主な利用目的は？ 【複数回答可】 
回答内容 回答件数 

会議（運営推進会議・地域包括支援センター等の会議） 11 
認知症カフェ等の集まり 4 
健康教室等の講演会 4 
地域の方の集会 7 
地域団体によるミニデイサービス 1 
事業所の職員研修 12 
その他 10 

  ※その他の回答内容としては、「感染予防を目的とした職員の休憩・家族との面会」「往診」「施設内レクリエ

ーション」「地域のサークル活動やイベント」などがありました。 
 
  



（３）地域交流スペースの活用状況に対する認識は？ 
回答内容 回答件数 

十分活用されている 3 
どちらかといえば活用されている 7 
あまり活用されていない 11 
活用されていない 2 

（４）地域交流スペースが活用されていない理由は？ 【複数回答可】 
回答内容 回答件数 

利用希望者がいない 5 
普段の業務が忙しく管理運営にかかわる余裕がない 2 
施設側において活用方法がわからない 1 
施設外部者の利用により感染症などの懸念がある 7 
その他 3 
※その他の回答内容としては、「コロナの影響がある」「個別の問い合わせなどがあり、今後は利用機会が 

増えるのではないか」などがありました。 
 
（５）地域交流スペースに関する地域住民への周知方法は？ 【複数回答可】 

回答内容 回答件数 
自治会や民生委員を通じて周知 6 
施設の広報誌 2 
法人や事業所のホームページ 4 
特に何もしていない 8 
その他 8 
※その他の回答内容としては、「地域包括支援センターを通じた周知」「コロナの影響を踏まえて順次開放予

定」「施設前の掲示やチラシの配布」「近隣施設との連携」などがありました。 
 
（６）地域交流スペースが活用されることに伴う利点とは？ 【複数回答可】 

回答内容 回答件数 
地域とのつながりができる 17 
地域の人に施設の存在を知ってもらえる 14 
地域の人に施設がより身近になる 13 
入居者と地域の人が交流できる 11 
入居者同士が交流できる 4 
地域の支えあいや助け合いに役立つ 9 
職員の研修に役立つ 9 
地域のネットワークづくりのきっかけとなる 11 
地域のさまざまな活動の拠点になる 9 
その他 1 

 


